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調査精度を高めるための実験調査

2023年8月8日
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プロフィール

■簡単なプロフィール

✓2007年にアスマークへ営業職として入社。その後、2016年に

リサーチャーへ転身。

✓年間約100件の案件に携わる。

✓食品、飲料、サプリメント、日用品、不動産、車など多くの業界の

定量調査案件に従事。

✓2020年に自社オンラインインタビューシステム「i-PORT voice」

を企画（当時プロジェクト責任者）。

✓ChatGPT活用方法を研究中。

株式会社アスマーク
営業部 リサーチソリューショングループ リサーチャー

田名網 規雄（たなあみ のりお）



調査概要
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今回の検証内容

3

検証内容

コンセプト ①コンセプト評価を「マトリクスで聴取するパターン」と「単体で聞くパターン」との結果の違い

②「価格を考慮しないで」の注釈がある場合とない場合の違い

③スケールの設問における、5段階と4段階での評価の違い

④コンセプトの文字量による理解度の違い（356文字 vs 633文字）

コンセプト・価格の
聞き方

⑤購入意向を伴う聞き方と伴わない聞き方の価格の違い

⑥聞き方の違いによる受容価格の違い

⑦数値回答と金額の選択肢を提示した場合の回答傾向の違い

コンセプト・自由回答 ⑧自由回答があることの同意有無の、自由回答の充実の差

⑨設問文に例文を提示することの影響

⑩純粋想起設問で「特になし」回答へのアラート有無による回答の差

認知／購入 ⑪MAとMTSAでの聞き方の違いによる認知度の差

⑫認知／購入の設問を別で聞くことと、マトリクス形式で聞くことの違い

ランダマイズの効果 ⑬ランダマイズの効果

選択肢＋FA ⑭MA設問の選択肢に具体的に記入させる自由回答が入るか否かでの選択率の差
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調査概要

調査手法 Webアンケート

対象者条件

【性別】 男性、女性 【年齢】 20～70代 【地域】 全国

【その他条件】

D STYLE WEB登録会員

スマートフォンで回答できる

回収数 1,200ss

割付

調査期間 2023年5月26日（金）～5月30日（火）
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グループ① グループ② グループ③ グループ④ 計

20～30代 50 50 50 50 200

40～50代 50 50 50 50 200

60～70代 50 50 50 50 200

20～30代 50 50 50 50 200

40～50代 50 50 50 50 200

60～70代 50 50 50 50 200

300 300 300 300 1,200

男性

女性

計

4グループを作り、前述の検証事項ができるように分岐させ、各設問を回答。

(単位:ss)
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各グループに割り当てた設問

5

グループ① グループ② グループ③ グループ④

コンセプト評価、設問単体で聞くパタンとマトリクスに組み込むパタンの

結果の違い

使用意向の設問において、「価格を考慮しないで」と注釈を

入れる場合と入れない場合の違い

4段階、5段階のスケールで回答傾向の違いを確認。 5段階 4段階 5段階 4段階

コンセプトの文字が多いと読まれないのでは？理解度低くなる？

価格の聞き方検証

最大いくらぐらいであれ

ば、購入したいと思いま

すか。

いくらくらいだと思います

か。その価格で購入した

いと思うか

いくらくらいまでなら支

払っていいと思います

か。

「101円～150円未

満」だったら購入したいと

思いますか。はい/いい

えで回答

SCで事前同意ありと無しでのFA設問の充実度の違い SCで事前同意設問 同意設問無し SCで事前同意設問 同意設問無し

設問文に例文ありと無しの違い

純粋想起の「なし」と回答した人にアラートを出す、

出さないでの回答率の違い

認知MAとMTSAでの違い

認知/購入経験/3ヶ月購入で単体設問とマトリクス設問での違い

ランダマイズあり、なしでの回答傾向の違い

MAの選択肢にFAを入れる場合と入れない場合の違い 選択肢＋自由回答 選択肢のみ

一つの設問ごと MTMA

魅力度、興味度、新規性それぞれ単体の設問 魅力度、興味度、新規性マトリクス

注釈あり 注釈無し

例文あり 例文無し

MA MTSA

アラートあり アラートなし

356文字 633文字

ランダマイズあり ランダマイズなし
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回答者プロフィール
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n (%)

1,200    

グループ①全体 300      

グループ②全体 300      

グループ③全体 300      

グループ④全体 300      

　全　体

グ

ル

ー

プ

別

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

男性 女性

n (%)

1,200    

グループ①全体 300      

グループ②全体 300      

グループ③全体 300      

グループ④全体 300      

　全　体

グ

ル

ー

プ

別

30.8

30.3

31.7

33.3

28.0

10.6

12.7

10.7

9.3

9.7

49.4

49.3

47.0

47.0

54.3

2.7

1.3

2.7

3.7

3.0

6.2

6.0

7.7

6.3

4.7

未婚・子どもなし 未婚・子どもあり 既婚・子どもなし

既婚・子どもあり 離・死別・子どもなし 離・死別・子どもあり

(%)

8.3

10.0

7.0

9.0

7.3

25.0

23.3

26.3

24.3

26.0

14.6

15.7

15.0

12.7

15.0

18.8

17.7

18.3

20.7

18.3

25.6

26.7

25.7

25.3

24.7

7.8

6.7

7.7

8.0

8.7

20代 30代 40代 50代 60代 70代

(%)

2.0

1.3

2.7

2.7

1.3

33.6

33.3

34.3

36.3

30.3

5.7

6.7

8.3

2.7

5.0

3.5

5.3

3.0

2.3

3.3

6.3

6.3

5.0

7.0

7.0

18.8

19.0

15.7

18.7

21.7

14.3

12.3

17.3

11.7

15.7

1.3

1.3

1.3

1.7

1.0

14.0

14.3

12.0

16.3

13.3 1.3

会社・団体の経営者・役員 会社員（正社員）

会社員（契約・派遣社員） 公務員

自営業・自由業 専業主婦・主夫

パート・アルバイト 学生

無職／リタイア その他

性別 年代

婚姻状況 職業

n=1,200



コンセプトの評価を単体で聞く場合と
マトリクスに組み込む場合の回答の傾向の違い
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コンセプト評価：設問単体で聞くパターンとマトリクスに組み込むパターンの結果の違い

魅力度・興味度・新奇性を設問単体で聞く場合と、マトリクスに組み込む場合の結果の違い
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グループ①②（Q12～Q14）：単体 グループ③④（Q15）：マトリクスに組み込む

提示コンセプト

印象設問とともに、
マトリクス設問の
中に組み込んだ
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コンセプト評価：設問単体で聞くパターンとマトリクスに組み込むパターンの結果の違い

どの設問も、SAの方（グループ①②）が、SAマトリクス（グループ③④）よりもTOPBOX,TOP2共に高い。
じっくりと設問を見て回答してもらえたものと考えられ、指標として扱う設問は、単体で確認したほうが良い。

n=各グループ全員

単位（％）
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n (%) TOP2

BOTTO

M2

600           54.8      23.2

600           47.7      18.8

SA

SAマトリクス

17.3

10.8

37.5

36.8

22.0

33.5

15.3

12.7

7.8

6.2

とても魅力を感じた/とてもあてはまる やや魅力を感じた/ややあてはまる

どちらともいえない あまり魅力を感じなかった/あまりあてはまらない

まったく魅力を感じなかった/まったくあてはまらない

n (%) TOP2

BOTTO

M2

600           57.0      26.5

600           51.7      20.8

SA

SAマトリクス

18.0

14.3

39.0

37.3

16.5

27.5

16.5

13.2

10.0

7.7

とても興味を持った/とてもあてはまる やや興味を持った/ややあてはまる

どちらともいえない あまり興味を持たなかった/あまりあてはまらない

まったく興味を持たなかった/まったくあてはまらない

n (%) TOP2

BOTTO

M2

600           56.0      19.2

600           49.5      19.0

SA

SAマトリクス

18.3

12.5

37.7

37.0

24.8

31.5

13.5

13.0

5.7

6.0

とても目新しさを感じた/とてもあてはまる やや目新しさを感じた/ややあてはまる

どちらともいえない あまり目新しさを感じなかった/あまりあてはまらない

まったく目新しさを感じなかった/まったくあてはまらない

魅力度

興味度

新奇性



「価格を考慮しないで」の注釈がある場合と
無い場合の違い
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「価格考慮しないで」の注釈がある場合と無い場合の違い

「※価格は一旦考慮せずに、お答えください。」の注釈の有無による
自由回答傾向の違いをみる。
コンセプト（価格の記載なし）を提示した上での使用意向を確認。

11

グループ①②注釈あり
グループ③④なし

n (%) TOP2

BOTTO

M2

600           55.3      20.2

600           55.3      15.7

注釈あり

注釈無し

20.3

14.2

35.0

41.2

24.5

29.0

11.0

8.5

9.2

7.2

とても食べたい やや食べたい どちらともいえない

あまり食べたくない まったく食べたくない n=各グループ全員

単位（％）

注釈があるグループ①②の方が、注釈が無いグループ③④よりもTOPBOXが高い。しかし、TOP2は変わらない。
注釈は、無いよりはあったほうがよい。ただし、今回、食品（低価格と想定されるもの）だったため、価格帯が高いカテゴリーの場合は、
あったほうがより純粋な使用意向になると考えられる。



印象評価のマトリクス設問にて
5段階と4段階にしたときの回答の違い
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マトリクスの尺度設問：5段階と4段階で評価の違い

13

4段階と5段階でTOP2のスコアの違いをみる。
多くの項目でTOP2のスコアにあまり大きな差はみられないが、BOTTOM2でみると、
グループ②のスコアが大きい。「どちらともいえない」はネガ寄りの人は多い。

n

夏によさそう 栄養がとれそう 疲労回復によさそう 腸内環境を整えて

くれそう

野菜が沢山とれそ

う

おいしそう 食べてみたい

グループ①全体　5段階 300                       85.0                  86.0                  69.0                  62.0                  85.3                  55.0                  58.7

グループ②全体　4段階 300                       86.7                  86.3                  76.7                  62.7                  86.7                  66.0                  61.7

85.0 86.0

69.0
62.0

85.3

55.0 58.7

86.7 86.3

76.7

62.7

86.7

66.0
61.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

グループ①全体

グループ②全体

TOP2

BOTTOM2

n

夏によさそう 栄養がとれそう 疲労回復によさそう 腸内環境を整えて

くれそう

野菜が沢山とれそ

う

おいしそう 食べてみたい

グループ①全体　5段階 300                         4.0                    3.3                    6.0                    8.7                    4.0                  13.0                  17.0

グループ②全体　4段階 300                       13.3                  13.7                  23.3                  37.3                  13.3                  34.0                  38.3

4.0 3.3
6.0

8.7

4.0

13.0
17.0

13.3 13.7

23.3

37.3

13.3

34.0

38.3

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

グループ①全体

グループ②全体

グループ②は
どちらともいえない

なし



コンセプトの文字量による理解度の違い
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コンセプト評価：コンセプトの文字量による理解度の違い

コンセプトの文字量が多いものと少ないものの回答の負担感・内容の理解度の差をみる。

15

グループ①②：文字数356文字程度 グループ③④：文字数633文字程度

＜提示設問＞
・スマートフォンの画面を大きく（ピンチアウト操作）をしたか
・負担に感じたか
・内容は理解できたか
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n (%) TOP2

BOTTO

M2

600           84.3        3.5

600           81.3        5.2

コンセプト文：356文字

コンセプト文：633文字

37.5

25.5

46.8

55.8

12.2

13.5

1.8

4.2

1.7

1.0

1.0

とても理解できた やや理解できた どちらともいえない

あまり理解できなかった まったく理解できなかった

n (%)

負担に感

じた計

600           45.0

600           69.8

コンセプト文：356文字

コンセプト文：633文字

5.8

19.3

39.2

50.5

55.0

30.2

負担に感じた やや負担に感じた 負担に感じなかった

n (%)

600      

600      

コンセプト文：356文字

コンセプト文：633文字

30.7

53.7

69.3

46.3

文字を大きくして読んだ（ピンチアウト操作で拡大した）

文字を大きくして読んでいない（ピンチアウト操作しなかった）

コンセプト評価：コンセプトの文字量による理解度の違い

n=各グループ全員

単位（％）
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コンセプト文が長い（文字数が多い）場合、ネガティブな印象が高いため、文字は長くなりすぎない工夫が必要。
理解度も、コンセプト文が長い方より短い方がTOPBOXが高い。
356文字でも4割半ばが、負担に感じているため、コンセプトを複数提示する場合、よりコンパクトにしたほうがベター。

ピンチアウト
したか

読む時
の負担

理解度

ピンチアウト操作のイメージ
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コンセプト作成時のポイントとは？

17

コンセプトは、「誰向けに」「どんなものを利用して」
「何を価値提供」を分かりやすく伝え、 「利用後の自分の姿」
を想像させることが重要であると考えます。

✓ コンセプトが長くなると読まなくなるため、最大300文字を目安に。
✓ 「史上最高の」などのワードは人にとっての史上最高が異なるため、

使用しない。
✓ 固形や液状、大きさなどイメージしにくい商品はイメージできるように。
✓ 機能や成分、専門用語を多用しすぎない。ただし、科学的根拠が

ある専門用語は信頼性につながるため、説明を交えて使用。
✓ 誰向けの製品かを想像できるように作成（自分向け）。
✓ 利用後の自分はどうなっているのか、理想の自分像をイメージできるか。



価格の聞き方検証
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価格の聞き方検証①：購入意向を伴う聞き方と伴わない聞き方の価格の違い

①購入意向を伴う聞き方（「最大いくらぐらいまでであれば、購入したいと思いますか？」）と
伴わない聞き方（ 「いくらくらいだと思いますか？」）の回答価格の違い

※提示したコンセプトは「即席カップスープ」のコンセプトであり、多くの人が価格の相場を知っていると前提の設問になっています。

19

購入を伴う 購入を伴わない

n (%) 　平均（円）

300                 210.9

300                 234.6

最大いくらで購入したいか

商品がいくらくらいだと思うか

2.0 28.7

19.7

29.0

23.3

40.3

56.3

0円 ～150円未満 150～200円未満 200円以上

n=各グループ全員

単位（％）

グループ①（Q5）：購入意向を伴う聞き方 グループ②（Q6）：購入意向を伴わない聞き方

「いくらだと思いますか」という購入を伴わない聞き方をしたグループ②の方が、記入された価格が高く表れた。購入を伴う場合“安く買いたい
という願望”が入り、価格が安くなると考えられる。そのため、購入有無にかかわらず提示した商品の価格感を確認したい場合は、Q6のよう
に購入を伴わない聞き方もひとつの案。意図によって聞き方を変えるほうが望ましい。
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価格の聞き方検証②-1：聞き方の違いによる受容価格の違い

②どのくらいの価格なら購入してもらえるか、聞き方の違いによる受容価格の違い
※提示したコンセプトは「即席カップスープ」のコンセプトであり、多くの人が価格の相場を知っていると前提の設問になっています。

20

グループ①（Q5）：数値回答 グループ②(Q6,Q7):想定価格を聞いた上で、その価格で購入したいかを問う

以下は喫食意向者ベースのグラフ。
グループ②は「0円/購入したくない」が一部入り、想定できる価格（価値）に対して購入したくない人も存在するため、Q6のように、
購入意向の有無にかかわらず「いくらだと思うか」 ⇒ Q7のようにその価格に対する購入意向を確認 ⇒ Q5のように「いくらであれば
購入したいか」を聞くことで、価値と受容価格両方が把握できると考えられる。

※グループ②の『0円/購入したくない』は「どちらともいえない＋あまり購入したくない＋まったく購入したくない」の割合を表示
※喫食意向がある人ベースで絞り込み

n (%)

172      

160      

最大いくらで購入したいか

商品がいくらくらいだと思うか 15.6

20.9

15.0

30.2

23.8

48.8

45.6

0円/購入したくない ～150円未満 150～200円未満 200円以上

Q6金額回答表示
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価格の聞き方検証②-2：聞き方の違いによる受容価格の違い

21

回答者が考える商品価値

回答者が考える商品価値への
購入意向

受容価格を確認
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n (%) 　平　均

300          210.9数値回答 2.0 28.7 29.0 40.3

0円 ～150円未満 150～200円未満 200円以上

価格の聞き方検証③：数値回答と選択肢の差

③価格の記入が数値回答であるものと、選択肢を設けるものの違い
※提示したコンセプトは「即席カップスープ」のコンセプトであり、多くの人が価格の相場を知っていると前提の設問になっています。

22

n=各グループ全員

単位（％）

グループ①（Q5）：数値回答

グループ①（Q5）：数値回答 グループ③（Q8）：選択肢を設ける

数値回答の方が、選択肢よりも高い金額に分布。選択肢を設けると、安い選択肢にひっぱられてしまうと考えられるため、
一般的な商材（相場がわかるような商材）であれば、数値回答の方が望ましい。
※ただし、あまり世の中にない、相場がわからないであろう商品の場合、自由回答だとブレが大きくなるため、一概にはいえない。

n (%) 　平　均

300          164.0選択肢提示 15.7 40.7 40.0 3.7

150円未満でも購入したくない 150円未満

150円～200円未満 200円以上でも購入したい

グループ③（Q8）：選択肢を設ける



自由回答の聞き方検証
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自由回答：自由回答があることの同意有無の、自由回答の充実の差

自由記述の設問があることに同意したグループと、
同意設問を入れていないグループの自由回答傾向の違いをみる。
※グループ①、グループ③のみ、スクリーニングに
右記の同意設問を提示し、「協力できる」と回答した人とした。

24

Q1

グループ①②

Q2-1

グループ③④

Q2-2

グループ③④

Q16

グループ①②

Q20

グループ③④

Q1

グループ①②

Q2-1

グループ③④

Q2-2

グループ③④

Q16

グループ①②

Q20

グループ③④

同意設問で

「協力できる」と回答したグループ
グループ①③ 24.1 14.4 11.0 23.1 22.4 13 17 120 13 16

同意設問なしグループ グループ②④ 18.2 12.1 10.0 19.2 17.1 26 43 124 30 31

5.9 2.3 1.0 3.9 5.3 -13 -26 -4 -17 -15差（①ー②、③ー④）

平均文字数 特になし・不備の数

Q1．あなたは上記のコンセプトをご覧になって、どのような印象をうけましたか。どのようなことでも結構ですので、お答えください。
Q2-1．あなたは上記のコンセプトをご覧になって、どのような印象をうけましたか。良い点、悪い点についてそれぞれお答えください。Q2-1．良い点 Q2-2．悪い点
Q16．あなたは上記のコンセプトをご覧になって、どのような印象をうけましたか。どのようなことでも結構ですので、お答えください。※例文・・・たくさんの野菜から栄養が摂れるから、夏バテによさそう。
Q20．あなたは上記のコンセプトをご覧になって、どのような印象をうけましたか。どのようなことでも結構ですので、お答えください。

同意設問で「協力できる」と回答したグループ①③は、同意設問がないグループ②④よりも、自由回答の文字数も多く、『特になし』といっ
た回答や不備回答の数が少ない。
自由回答が複数ある調査の場合、自由回答に協力できるかどうかの同意設問があるほうが望ましい。
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自由回答：例文有無によるの回答傾向の差、純粋想起設問でアラートの有無による回答の差

①以下のように、例文を提示する場合としない場合で、
  回答傾向がどのように変わるか、
例文に記載されている単語の数を確認する

25

「たくさんの野菜」「栄養が摂れる」「夏バテ」という単語のカウントを実施
例文を提示したグループ①②の方が、グループ③④よりも上記ワードが
多く出現。
例文による影響を大きく受けるため、例文を出す場合は注意が必要。

②純粋想起の設問で、1つ目に「特になし（関連ワード含む）」
   と記載した場合、『本当にありませんか？』というアラートを出す
   アラート有無での「特になし（関連ワード含む）」の数を確認

グループ①②のみ
例文を入れる

自由回答があることに対して同意したグループ①③は、アラート有無によ
る差はみられなかったが、同意設問がないグループ②④では、アラートを
出したグループ②の方がグループ④よりも『特になし』といったワードが少
なかった。どちらも自由回答に同意したかどうかの方が影響が大きい。

グループ①②のみ
アラートを入れる

夏バテ
たくさんの

野菜

栄養が摂

れる

例文提示（G①②） 39 40 21

例文提示無し（G③④） 5 15 5

特になしの数

（関連ワード含む）

グループ①
同意設問で

「協力できる」と回答
50

グループ② 同意設問なしグループ 61

グループ③
同意設問で

「協力できる」と回答
51

グループ④ 同意設問なしグループ 74

アラート

あり

アラート

なし



ブランド認知・購入設問
マトとマト以外の設問の回答傾向の違い
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認知の聞き方：MAとMTSAでの聞き方の違いによる認知度の差

MA（知っているものを選択）とMTSA（よく知っている・名前を聞いたことがある・知らない）での聞き方の違いによる認知度の差をみる

27

グループ①②：MA グループ③④：MTSA
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認知の聞き方：MAとMTSAでの聞き方の違いによる認知度の差

どのブランドも、『認知計』＞『MA』の順でスコアが高い。MAの場合、よく知っているブランドだけを回答する人、名前を聞いたことがある程度の
ブランドも回答する人とで分かれていると考えられ、回答者によって“知っている”の基準が違う。
MAよりも、MTSAで段階的に聞いたほうがより正確な回答が得られる。

n=各グループ全員

単位（％）Q24．以下の中から、あなたがご存知の日用品のブランドをすべてお選びください。（複数選択可）
Q25．以下の中から、あなたがご存知の日用品のブランドをすべてお選びください。（それぞれ１つずつ選択）

28

n

花王 ユニ・チャーム ライオン エステー ピジョン P＆G 小林製薬 サンスター クラシエ ユニリーバ

600                 92.2            77.7            89.5            72.0            55.2            84.2            78.7            78.3            64.0            62.5

600                 97.8            95.3            96.8            92.0            78.3            95.7            95.3            93.7            90.3            87.0

MA（Q24のMA）G①②

認知計（Q25のよく知っている＋名前を聞

いたことがある程度選択者）G③④

92.2

77.7

89.5

72.0

55.2

84.2
78.7 78.3

64.0 62.5

97.8 95.3 96.8 
92.0 

78.3 

95.7 95.3 93.7 90.3 87.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

MA（Q24のMA）G①②

認知計（Q25のよく知っている＋名前を

聞いたことがある程度選択者）G③④

グループ①②：MA
グループ③④：MTSA

※「あてはまるものはない」のスコアを除く
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認知・購入・3ヶ月以内購入を各設問で聞く場合とマトリクス形式1問で聞くことの違い

ブランドの認知・購入経験・3か月以内購入経験を別の設問で聞くことと、マトリクス形式でまとめて聞くことの違いは？

29

グループ①②（Q27～Q29）：別で聞く

グループ③④ （Q30）：マトリクス形式でまとめて聞く
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認知・購入・3ヶ月以内購入を各設問で聞く場合とマトリクス形式1問で聞くことの違い

認知度に至っては
MAで聞く場合とマトリクスで聞く
場合で大きな差はない。

そのため、マトリクスにして設問数
を抑えても問題はない。
※ただし、ブランド数や設問構成
による。

n=各グループ全員

単位（％）

30

n

エリエール スコッティ ネピア クリネックス 鼻セレブ 贅沢保湿 ハロー コットンフィー

ル

その他

600                89.3           82.0           85.0           68.7           60.7           27.7           10.3           13.3             2.7

600                85.2           82.2           85.8           72.5           66.5           33.5           14.5           14.3           12.7

　グループ①②全体

　グループ③④全体

89.3
82.0 85.0

68.7
60.7

27.7

10.3 13.3
2.7

85.2 82.2 85.8

72.5
66.5

33.5

14.5 14.3 12.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

グループ①②全体

グループ③④全体

n

 エリエール  スコッティ  ネピア  クリネックス  鼻セレブ  贅沢保湿  ハロー  コットンフィー

ル

 その他

600                74.0           63.5           65.5           46.8           24.2           10.5             5.8             5.0             1.8

600                64.0           57.7           65.3           51.7           28.0           14.2             9.3             5.2           11.3

　グループ①②全体

　グループ③④全体

74.0

63.5 65.5

46.8

24.2

10.5
5.8 5.0 1.8

13.0

64.0
57.7

65.3

51.7

28.0

14.2
9.3

5.2
11.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

グループ①②全体

グループ③④全体

n

エリエール スコッティ ネピア クリネックス 鼻セレブ 贅沢保湿 ハロー コットンフィー

ル

その他

600                31.5           20.5           20.8             8.8             5.7             4.0             1.5             1.8             1.2

600                24.8           16.2           24.2           14.7             6.5             3.7             3.2             1.5             9.7

　グループ①②全体

　グループ③④全体

31.5

20.5 20.8

8.8
5.7 4.0

1.5 1.8 1.2

43.7

24.8

16.2

24.2

14.7

6.5
3.7 3.2 1.5

9.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

グループ①②全体

グループ③④全体

グループ①②：別で聞く
グループ③④：マトリクス形式でまとめて聞く

認知度

購入
経験

3か月
以内
購入
経験

※「あてはまるものはない」のスコアを除く



ランダマイズの効果
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ランダマイズの効果 MA

MAでのランダマイズの有無による回答傾向の違いをみる。
ランダマイズをしなかったグループ③④は、最初の4つの選択肢の選択率がグループ①②より高く、最後の1つの選択率が低い。
最初の選択肢が選ばれやすいため、ランダマイズは必要。

32

グループ③④
選択肢固定

グループ①②
ランダム表示

ランダム

①②

固定③

④

n=600 n=600

あいまいなことを聞く質問がある 36.8 50.7 13.9

設問に該当する選択肢がない 33.5 49.0 15.5

質問数が多い 33.8 45.5 11.7

回答に時間がかかる 35.0 42.3 7.3

自由回答タイプの質問が多い 29.0 33.8 4.8

表形式設問でチェック項目が多い質問がある 26.5 23.5 -3.0

選択肢や質問文がわかりづらい 36.7 37.8 1.1

表形式の設問が多い 18.0 14.8 -3.2

動画を見て回答しなければならない質問がある 19.2 20.2 1.0

選択肢の数が多すぎる 30.5 26.5 -4.0

質問が長すぎる 37.5 38.5 1.0

画像が多い 13.3 15.8 2.5

全て回答必須の制御がかかっている 11.3 12.7 1.4

ポイントが少ない 24.7 27.2 2.5

似たような内容を何回も繰り返し質問される 40.5 41.5 1.0

回答者をためすような質問がある 18.3 18.5 0.2

スマートフォンで回答しにくい画面デザイン 34.0 24.0 -10.0

その他 1.7 0.8 -0.9

特にない 10.3 10.0 -0.3

差

③④-①②

36.8

33.5

33.8

35.0

29.0

26.5

36.7

18.0

19.2

30.5

37.5

13.3

11.3

24.7

40.5

18.3

34.0

1.7

10.3

50.7

49.0

45.5

42.3

33.8

23.5

37.8

14.8

20.2

26.5

38.5

15.8

12.7

27.2

41.5

18.5

24.0

0.8

10.0

0% 20% 40% 60%

ランダム①② 固定③④



「選択肢」と「選択肢＋FA」の回答傾向の違い
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選択肢に自由回答が入るか否かでの、選択率の差

MAの選択肢に自由回答（必須回答）が入ったものと自由回答が入っていないものの選択率の違いをみる。

34

グループ①②（Q36）：選択肢に必須の自由回答あり グループ③④（Q37）：自由回答なし
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選択肢に自由回答が入るか否かでの、選択率の差

n=各グループ全員

単位（％）Q36,Q37．あなたが健康のためにしていることや気をつけていることについて、以下の中からあてはまるものをすべてお知らせください。（複数選択可）

35

n

栄養バラン

スを考えた

食事を摂る

お酒を控え

る

タバコを控え

る

ウォーキング

をする

筋トレをす

る

運動・ス

ポーツをす

る

ストレッチを

する

サプリメント

を摂取する

トクホや機

能性表示

食品を摂取

する

半身浴をす

る

Youtube

で情報収

集する

睡眠をしっ

かりとる

この中にあ

てはまるもの

はない

600              41.3         19.8         14.7         39.8         18.8         13.0         30.7         11.2           4.3           8.8           2.5         53.0         15.0

600              43.5         20.5         13.0         43.8         18.7         26.8         30.0         24.3         11.7           7.5         11.2         49.8         14.7

         -2.2          -0.7           1.7          -4.0           0.1        -13.8           0.7        -13.1          -7.4           1.3          -8.7           3.2           0.3

　グループ①②：選択肢にFAあり

　グループ③④：選択肢にFA無し

①② - ③④の差分

41.3

19.8
14.7

39.8

18.8

13.0

30.7

11.2

4.3
8.8

2.5

53.0

15.0

43.5

20.5

13.0

43.8

18.7

26.8
30.0

24.3

11.7
7.5

11.2

49.8

14.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

グループ①②全体

グループ③④全体

オレンジの項目が、選択肢に自由回答が入ったもの。これらの項目は、すべて自由回答が入ると選択率が大幅に低い。
選択肢に自由回答が入ると、本来であれば選択されるはずのものが選択されないため、自由回答を入れるのは望ましくない。



検証のまとめ
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検証のまとめ

37

✓ コンセプト評価における重要指標は、マトリクス上に組み込ませず、単体の設問で聴取が望ましい。

✓ 価格を意識させたくない場合は、設問文に「価格を考慮しないで」と入れることで、価格次第という
回答者を一部除外できる。

✓ スケール設問での4段階は、5段階で聞いた時と比較して、ネガティブな方に偏ることを留意。

✓ コンセプトにあれもこれも入れて文字量を多くしてしまうと逆に伝わりにくい。300文字程度までが望ましい。

✓ 商品がいくらくらいだと思うか？⇒その価格の購入意向は？⇒最大いくらまで許容か？という流れで聞くと、
より精度が高くなるのではないか。

✓ 購入許容価格を回答させる場合は、選択肢よりも数値回答が望ましい。

✓ 自由回答において、設問文に例文を入れると例文のキーワードを回答する方が多くなる。

✓ 認知度設問は、マトリクスで認知のレベル感を聴取する方が通常MAより認知率は高くなる。
通常MAは名前を聞いたことがあるが、知っているには属さないと思いチェックをつけない人がいると考える。

✓ MA設問の選択肢にFA回答欄をつけると、その選択肢への回答率は低下するため、FAで聴取したい場合
は別設問で聴取する。
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